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D  7
難燃性および易燃性繊維の混合比率が熱分解ガスの毒性に及ぼす影響

大阪市大生活科学　　 岩崎錦

目 的　 単独の繊維製品 の熱分解ガ ス毒性については，これまでいく つかの報告がみら れ

る。し かし ，一般環境では難燃製品と可燃および易燃製品が混在しており.   火災時などに

は，こ れらの複合ガスが発生すると考えら れる。ここでは難燃性繊維と易燃性繊維との混

合熱分解ガスに関し て，両繊維の混合比率が生成ガ スの組成および毒性に及ぼす影響を検

討する。

方 法　 試料には難燃 性繊維のポリタラ ール（PC) 及び 易燃性繊維のアクリ ル（ ＡＣ ）

をとりあげ ，P  C ／P  A の混合比率を100 ／0,  95 ／5 ，90 ／10 ，70 ／30,

５０／５０ ，０／１００に変化させた。こ れら の混合繊雑を赤外線加熱炉により最高温度

８００°Ｃで1  0  分間加熱し ，全ての発生ガスを採取し空気を加えて定量にする。採取ガ

スの組成についてヽガスクロマト グラフおよびガス検知管を用いヽC  0 .　CO. H  C  N

アクロレインなど の定量をおこなう 。

こ れらのガスにマウス（I   C R  雄性）を1   0 分間暴露する。ガ ス暴露後１週間における
マ

Ａ

決

る

Ｄ ８

ウスの死亡率からA  L  C   (近似致死濃度 ）を求め、ガス毒性を評価する。

結果　 ポリクラ ールフＯ％以上あるいはアクリル3  0  %  以上の混合試料において、その

ＬＣは前者のＣＯ濃度あるいは後者のH  C  N 濃度のみで定まる。

そ の他の混合比率では、両繊維の熱分解ガス中のＣＯと日C  N との協同作用がA  L  C を

定する。すな わちアクリル繊維の比率の増加に伴いH  C  N の発生が多くなり 毒性は高ま
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女 短 大　 中 嶋 哲 生 、 三 重 大 教 育　 ○ 木 村 光 雄

目 的 ： 絹 の 黄 褐変 防 止 に つ い て は 、 此 迄 に 多 く の研 究 が な さ れ て い る にも 拘 ら ず 、 未 だ

期 の 目的 を 達 し て い る と は 云え ず 、 依 然 とし て 被 服 管 理 上 の 大 き な 悩 み と な っ て い る 。

れ ら に つ い て は 、 演 者 ら も 先 に 若 干 の知 見 を 得 て 報 告し た が*  ) 本 報 にお い て は 生 糸 の

練 の際 に 用 い ら れる ア ル カ リ イ オ ン の 残 留 が 及 ぼ す 影 響 並 び に 金 属 塩 処 理 に よ る 黄 褐 変

止 効 果 な ど を 検 討 し た 結 果 を 報 告 す る 。

方 法 ：　Ｃ供 試 繊 維 ］ 家 蚕 繭 を 純 水 中 で 煮 繭 、 解 舒 し て 得 ら れ た 生 糸 及 び 真 綿 、 市 販 生 糸

炭 酸 ソ ー ダ 石 け ん 法 で 精 練 し た 絹 糸 及び 絹 白 布 を 使 用し た 。 ［ 試 薬 と 処 理 の 方 法 ］ 供 試

維 を い ず れ も 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 硫 酸 ニ ッ ケ ル 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 及 び 塩化 マ グ ネ シ ウ ム

２ ～10 ％ 水 溶 液 中 に40 ～sov で そ れ ぞ れ 浸 漬 し た 後 、 炭 酸 ソ ー ダ 、 ケ イ 酸 ソ ーダ 、 ク ェ

酸 ソ ー ダ な ど の ２ ％ 水 溶 液 に よ っ て 処 理し 、 そ れぞ れ の 金 属 塩 を 繊 維 に 吸 着 さ せ た 。

黄 褐変 の 度 合 い の 測 定 ］ サ ン テ ス タ ーXF －180 型 （ 島 津 製 作 所 製 ） 申 で 一 定 時 間 曝 露 し た

、 白度 を 比 較 する こ と に よ っ て 判 定 し た。

結 果 ： そ れ ぞ れ の 金 属 イ オン を ク ェ ン酸 塩 と し て 絹 繊 維 に 吸 着 さ せ た 場 合 、 い ず れも 黄

変 防 止 に 有 効 で あ る こ と が 認 め ら れ た が、 金 属 イ オン は5     % 程 度 の 水 溶 液 の 場 合 が 、 ま

、 金 属 イ オ ン の 中 で はfli' ゛が 良 好 な 結果 を 与 え る よ う で あ っ た 。し か し 、炭 酸 塩 ま た は

イ 酸 塩 を 吸 着 さ せ た 楊 合 は 、 い ず れも 短 時 間 の 紫 外 線 曝 露 に よ っ て 絹 繊 維 の 白 度 が 低 下

、 精 練 の 際 の ア ル カ リ 残 留 が 黄 褐 変 を引 き 起 す 大 き な 要 因 の 一 つ で あ る こ と を 裏 付 け る

果 が 得 ら れ た 。*) 木 村 ； 学 振120 委 年 次 報 告 、37,     81～4     （1986)


